
アグリスマート流通コンソーシアム  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目標（数値）：  
　　- 受発注業務の効率化 → 作業時間 30% 削減 
　　- 共同配送の導入 → 流通作業時間 削減 
　　- 販路拡大支援 → 売上アップ 

生産者が“作る”ことに専念できない現実  
 
　　- 小規模農家が販売・物流・受発注の負担に追われている 

　　- 流通の非効率性（物流コストが高い、販路が限定的） 

　　- デジタル技術の導入が進まない 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1. 受発注のデジタル化   
- クラウドSaaSで一括管理 
- 自動決済・効率的な在庫管理 
 
2. DX人材の活用   
- バックオフィス支援で業務負担を軽減 
- オンライン人材がサポート 
- デジタル導入しやすく 
 
3. 共同配送モデルの導入   
- 物流パートナーとの連携 
- まとめ配送でコスト削減 

- 物流コストが高い（個別配送が多すぎる）  

-  受発注がアナログで業務負担が大きい  

-  販路が限定されている（マーケットが狭い）  

アグリスマート流通コンソーシアムの取組概要  



アグリスマート流通コンソーシアムがつくる”あるべき姿”  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- 🚛 Before（混乱した配送と手作業の受発注） - 🚛  After（システム化＋共同配送）



アグリスマート流通コンソーシアムがつくる”あるべき姿”  


